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温帯低気圧化する台風 とその周辺の総観規襖前線の 特做

北畠 尚子 （気象研 ・台風）

　日本付近を通 過する 台風は 、しば しば温 帯 低 気圧 化 （温

低化）過程に あ り、風 ・降水 分布 の 非対 称化が強ま っ て い

る。こ の 非対称 化は 傾圧性 の 増大に よ る もの で、天 気図上

に前線 を解析する こ とで 説 明 され る。従来、こ の 段 階の 解

析 に参照され る既存の 概念モ デ ル （気 象庁 予報部 、1990）

は 過去 の 主観的な解析の 経験 に基づ く もの で あっ た。こ こ

で は総観規模の 前線を客観解析 で決定す るこ と に よ り、概

念モ デル の 見直 しを行 うこ と を 目的 とす る。

　気象庁ベ ス ト トラ ッ ク にお い て、2001− 2002 年 に 北西

太平洋に存在 した 台 風 52個 の うち、台風強度 （最大風 速

17．2m！s 以 上）の 状態 で 温 帯低 気圧 に 変わっ たとされるも

の は 21個あ っ た。こ の 温 低化前後 の 前線の 分布 にっ い て、

Renard　and　Clarke（1965）の therrna］　front　parameter（TFP ）

TF・・一▽i・ Ti・高
を 925hP 面の 相 当温位 で計算 し、それに よ り前線の 位置を、

また相 当温位 の 移流に よ り温 暖 前線 ・寒冷前線等 の 種別を

決定 した。その 結果、大 き く 3 っ の パ タ
ー

ン に 分 け られ た。

  暖気核隔離 （wa   scdusion ） パ ターン

　温低化 21例の うち9 事例がこの パ ター
ン に分類 され た 。

日本 に 上 陸 し た TO206 （Chataan、図 を参照 ）や ［fO221

（Higos）が こ れ に含 まれ る。台風 は速い 速度で 北 上 し、台

風 の 中心か ら東へ温暖前線 が現れ、ま た温 暖前線に 対応 し

た活発な 降水域も現 れ る。12− 24 時間遅れて 、台風 中心

か ら南に離れて 弱い 寒冷前線が解析され る よ うに なり、温

暖前線が 台風 中心 か ら伸 び る こ と と、寒冷前線 が 台風 中心

か ら離れ て発 生 す る こ とは、Shapiro　and 　Keyser（1990）の

warm 　s  【usion ！fU）ntal 　hacture との 類似点が あり、また こ

れ らは台風 がまだ暖気核構造を維持 して い る こ とと shear

frontogenesis　1 −1ysisで 説明 で きる。こ の パ ター
ン は open

wave の 段階を経ずに 閉塞 した 温 帯低 気 圧 の 構造 に な っ て

移動速度が 遅くなる。これ らは 温低化 後 48 時間以 内に 消

滅 した。ただ し、村松 （1983）が 「温低化後再発達す るパ

タ
ー

ン 」 と して い るも の が 移動 方向や速度変化等の 点で こ

れ に 似 て お り、10 年 また は そ れ以 上 の 長期変動 の 有無 も

含め て検討が必要か も しれない e
．
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　   と同様に、台 風 中 心か ら伸び る 温暖前線がまず明瞭 に

な るが 、そ の 後、寒冷前線も中心 か ら現れ、open 　wave の

温 帯 低気 圧 に 変わ る。台風 の 移動方向は   ほ ど北 上 が 大き

くなく、ま た 急加 速 や 急減速 は な い。［fDI20 （Krosa）や

［［0222（Bavi）な ど 10事例が こ れ に分 類 され た 。 そ の 多 く

は温 帯低気圧として の 組織化が 不十分で 、温 低化後 36 時

間 以 内に消滅 し た が、3 事例 は温低化後 24 時間以内に再

発 達を開始 した。

  寒気移流 （cold 　ad Ψection ） パ ターン

　［［0112（Wutip）と TO226 （Pongsona）が こ れに分類 され た 。

’
大規模場で 寒気移流が強い 場合に、東北 東 進す る 台風 が 寒

冷 前 線に 接 近す る と、台 風 は 急速 に衰弱 して 既存 の 寒冷前

線上の 波動に なる。    の よ うな台風 中心 か ら伸 び る 前線

が既存の 寒冷前線とは 別に解析 され る こ とは な い
。
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図 1　 2002年 7月 H 日00U ℃ の 925hPa面 ジオポテ ン シ

ャ ル 高度 （実線、30m ご と）、相 当温位 （破線、5K ご と）、

相当温 位に よる TP
”
P （陰影、　 I　K／（100km）

2
以 上）。
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図 2　図 1 と同 じ。ただ し 夏2 日 00UT ℃。気 象 庁ベ ス ト ト

ラ ッ クで は ax）206 は El 日 15M ℃ に 温 低化 し た と され る。

なお 、当 日は     の 事 例 も示す。
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